
 

 

事業の概要及び事前評価に係る資料  

事業名  国土交通省所管 社会資本整備総合交付金事業 一般国道 181 号道路改良事業  
路線名  地区名  一般国道 181 号 

（佐川～根雨原工区）  
事業箇所  日野郡江府町佐川  

～西伯郡伯耆町根雨原  
１．事業概要  

(1)事業目的  
(目標、効果 ) 

【目 的】 

・ＪＲ立体交差部の高さ制限（現況４．４ｍ）と冠水による通行止め

を解消する。 

・異常気象時事前通行規制区間を解消する。 

（道路整備により解消される区間） 

日野郡江府町佐川～西伯郡伯耆町根雨原 Ｌ＝１．４ｋｍ 

・交通事故多発の要因のひとつである線形不良区間を解消する。 

・米子自動車道の代替道路（迂回路）としての機能を強化する。 

 

【必要性】 

○路線の機能 

当該路線は、米子市から、江府町、日野町を経由し、岡山県へ至

る県西部地方生活圏の南北方向の軸となる重要な路線であり、第一

次緊急輸送道路として設定されている主要幹線道路である。また、

米子自動車道（江府ＩＣ～溝口ＩＣ）が通行止めとなったときの迂

回路としての機能も有している。 

○現道状況 

平成２３年９月３～４日の台風２３号で約１．１ｋｍが冠水して全

面通行止めになるなど、平成９年度から過去６回、路面冠水により

通行止めが発生している。 

また、当該区間内には異常気象時事前通行規制区間（時間雨量４０

ｍｍ、連続雨量２００ｍｍで全面通行止め）Ｌ＝１．４ｋｍがあり、

防災点検における「要対策箇所」が２箇所、「経過観察箇所」が３

箇所存在し、平成２５年７月１５日の大雨では、土砂崩落による全

面通行止めが発生するなど、防災対策のためにも早急な整備が必要

である。 

ＪＲ立体交差部の桁下空間は４．４ｍであり、道路構造令の基準

（４．５ｍ）を満足しておらず、大型車の通行に制限が生じている。 

曲線半径の小さいカーブ（最小Ｒ＝６０ｍ）がＳ字型に連続して

おり、周辺の地形と相まって見通しも悪く、走行性・安全性が低い。 

○事故状況 

人身事故件数２１件 

（Ｈ８～Ｈ２３：うち死亡事故２件、重傷事故１件） 

 

【効 果】 

○時間短縮 

バイパス整備による走行距離の短縮及び走行速度の向上による所

要時間の短縮を図る。 

○防災対策 

冠水箇所や落石、倒木、斜面崩壊などの危険箇所を回避し、防災

機能を向上させる。 

○交通安全 

  線形不良箇所解消による交通事故の軽減を図る。 

 

資料２ 



 

 

 

(2)事業内容 ○計画延長：Ｌ＝１，５５０ｍ（バイパス） 

○計画幅員：Ｗ＝６．５（８．０）ｍ（完成２車線） 

 

道路規格  第３種第２級 

 設計速度  ６０ｋｍ／時 

 計画交通量  ８，７００台/日（Ｈ４２推計） 

 現況交通量  ７，２００台/日（Ｈ２２センサス） 
 

(3) 事 業 計 画

期 間 及 び

事業費 

 〇事業計画期間： 平成２７年度～平成３５年度 

 〇総事業費  ： ３，８００，０００ 千円 

 

年度 事業費 事 業 概 要 

２７ １００，０００ 測量設計、橋梁予備設計、トンネル設計 

２８ １００，０００ 橋梁詳細設計、用地補償、改良工事 

２９ ２００，０００ 橋梁下部工、改良工事 

３０ ４００，０００ 橋梁下部工、橋梁上部工 

３１ ６００，０００ 橋梁上部工、トンネル工事 

３２ １，０００，０００ 橋梁上部工、トンネル工事 

３３ １，０００，０００ トンネル工事 

３４ ２００，０００ 改良工事 

３５ ２００，０００ 改良工事、舗装工事 

 

○財源内訳：国費７０％ 県費３０％ 

 

(4) 事 業 根 拠     

法令、関連 

事業、特記 

事項等 

○根拠法令：道路法 

○関連事業：一般国道１８１号江府道路 

      一般国道１８１号岸本バイパス 

○景観評価該当事業 

 

 



 

 

 

 

２．事前評価に関わる資料  

(1)合目的性  ・バイパス整備によりＪＲとの立体交差をなくし、高さ制限や冠水箇

所の解消を図る。 

・異常気象時事前通行規制区間の通行を回避する。 

・道路線形不良箇所の解消により交通事故を軽減し、走行距離の短縮

と走行速度の向上による所要時間の短縮を図る。 

・米子自動車道（江府ＩＣ～溝口ＩＣ）が通行止めとなったときの迂

回路及び第一次緊急輸送道路としての機能の強化を図る。 

 

(2)適切性  ・高さ制限や冠水の原因となっているＪＲとの立体交差を解消するル

ートを選定する。 

・中国電力川平発電所、旭発電所取水堰に影響させないルートを選定

する。 

・前後の江府道路、岸本バイパスと整合を図り、第３種第２級の設計

速度の基準値６０ｋｍ／時を採用する。 

 

(3) 代 替 案 の

比較検討内

容  

○考えられる３ルートの比較検討 

第１案 ＪＲ伯備線平行ルート 

：線形は最も良いが、第３案より事業費が高額であり、現道

との立体交差が生じるなど施工性も劣る（補償物件２件） 

第２案 旭発電所取水堰上流渡河ルート 

    ：事業費が最も高額であり、現道との立体交差が生じるなど

施工性も劣る（補償物件３件） 

第３案 現道利用ルート 

    ：事業費が最も安価で、現道との立体交差が生じないなど施

工性にも優れる（補償物件なし） 

 

→ 評価結果：経済性、施工性等に最も優れる第３案を選定する。 

 

(4) ｺ ｽ ﾄ縮減の

取り組み  
・再生資材（砕石・アスファルト等）を使用する。 

・平面最小曲線半径に道路構造令の特例値（Ｒ＝１２０ｍ）を採用す

ることで、切土及び残土を軽減し、工事費・補償費を抑える。（標

準値Ｒ＝１５０ｍ） 

 



 

 

 

(5) 環 境 へ の

影響・配慮

( 環 境 へ の

対応 ) 

【想定される影響】 

①  工事中の騒音・振動による影響 

②  工事中の濁水による影響 

③  建設副産物の処理 

 

【影響を回避又は軽減する方法】 

①  騒音・低振動工法、同建設機械の採用による対策を実施 

②  沈砂池等の濁水対策を実施 

③  建設発生土の有効利用、再生資源の利用促進、廃棄物の発生抑制、分

別の徹底、再資源化、適正処理を推進  

 

(6) 現 在 の 状

況  

○平成２５年度 道路概略設計でルートを選定 

○平成２６年度 道路予備設計（予定） 

○平成２６年度 ８月２１日より地元説明会を実施（５自治会） 

 
 



国道１８１号（佐川～根雨原工区）１．位置図
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国道１８１号（佐川～根雨原工区）２．課題（その１）

平成２５年７月１５日

土砂の流出により

全面通行止が発生

凡例（防災点検結果）

要対策

経過観察

対策完了

防災点検の結果、要対策箇所や経過観察箇所が点在

事前通行規制区間 Ｌ＝１．４ｋｍ

時間雨量 ４０ｍｍ
連続雨量 ２００ｍｍ



国道１８１号（佐川～根雨原工区）３．課題（その２）

○冠水状況
・Ｈ９年度 ７／１２ 片側通行止

８／ ５ 全面通行止
・Ｈ１０年度 １０／１８ 全面通行止
・Ｈ１６年度 １０／１８ 全面通行止
・Ｈ１８年度 ７／１９ 全面通行止
・Ｈ２３年度 ９／ ３ 全面通行止

ＪＲ立体交差 ＪＲ立体交差

ＪＲ伯備線

JR立体交差があるため、高さ制限と路面冠水が発生



国道１８１号（佐川～根雨原工区）４．課題（その３）

重傷事故 １件

死亡事故 ２件

軽傷事故 １８件

平成８年～平成２３年の間に

死亡事故２件、重傷事故１件を含む人身事故２１件

が発生している

見通しが悪く、人身事故が多発



国道１８１号（佐川～根雨原工区）５．平面図・断面図

標準断面図

0.75 0.753.25 3.25

8.00

ＪＲ立体交差

ＪＲ立体交差



国道１８１号（佐川～根雨原工区）６．事業の内容

道 路 規 格 第３種第２級

設 計 速 度 ６０ｋｍ／時

計 画 交 通 量 ８，７００台／日（Ｈ４２推計）

現 況 交 通 量 ７，２００台／日（Ｈ２２センサス）

年度 事業費(千円) 事業概要 年度 事業費(千円) 事業概要

２７ 100,000 測量設計、橋梁予備設計、トンネル設計 ３４ 200,000 改良工事

２８ 100,000 橋梁詳細設計、用地補償、改良工事 ３５ 200,000 改良工事、舗装工事

２９ 200,000 橋梁下部工、改良工事

３０ 400,000 橋梁下部工、橋梁上部工

３１ 600,000 橋梁上部工、トンネル工事

３２ 1,000,000 橋梁上部工、トンネル工事

３３ 1,000,000 トンネル工事

○計画延長 ： Ｌ＝１，５５０ｍ （バイパス）
○計画幅員 ： Ｗ＝６．５（８．０）ｍ （完成２車線）

○事業期間 ： 平成２７年度～平成３５年度
○総事業費 ： ３，８００，０００千円



国道１８１号（佐川～根雨原工区）

ルート平面図

案１：ＪＲ伯備線平行ルート 案２：取水堰上流渡河ルート 案３：現道利用ルート

延長 L=1.48km L=1.48km L=1.55km
コスト 4,010百万円 4,720百万円 3,800百万円
補償対象 ２件 ３件 －

評価

(＋)線形が良く最も走行性に優
れる

(－)現道との立体交差が生じ施
工性に劣る

(－)１号トンネル北側坑口に長
大法面が発生する

(－)最も経済性に劣る
(－)現道との立体交差が生じ施工

性に劣る

(＋)最も経済的
(＋)施工性に優れる

７．ルート比較

採用

案３

案２

案１
長大法面

現道との立体交差

現道との立体交差


